
佐
賀
藩
の
刑
法
改
正
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－
徒
罪
方
の
設
置
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池

田

史

E良

【
要
約
】
　
佐
賀
藩
は
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
従
来
の
追
放
刑
と
徒
罪
刑
に
改
め
た
。
こ
れ
は
嶺
藩
が
改
革
の
手
本
と
し
た
熊
本
藩
主
細
川
重
賢
に
よ
る
宝

暦
の
刑
法
改
正
に
な
ら
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
佐
賀
藩
と
し
て
も
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
諸
事
情
が
あ
っ
た
。
ω
商
品
経
済
・
貨
幣
経
済
の
発

展
に
と
も
な
う
農
民
の
商
人
化
、
農
耕
生
活
か
ら
の
離
脱
に
と
も
な
う
農
業
労
働
力
の
減
少
防
止
、
②
佐
賀
平
野
を
貫
流
す
る
嘉
瀬
川
と
そ
の
支
流
川
上

川
の
川
床
隆
起
に
よ
る
田
畑
や
佐
賀
城
下
へ
の
洪
水
防
止
の
た
め
の
川
砂
の
除
ま
、
③
有
田
皿
山
に
於
て
は
窯
業
不
振
に
よ
る
細
工
人
の
他
領
へ
の
逃
亡

取
締
等
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
一
巻
六
号
　
一
九
六
八
年
【
一
月

…

一
、
徒
罪
方
の
設
置
の
時
期
と
構
成

　
佐
賀
藩
に
お
け
る
徒
罪
方
の
設
置
に
つ
い
て
は
『
泰
国
受
壷
（
八
代
藩
主

鍋
酷
治
茂
）
様
御
年
譜
地
取
』
天
明
四
年
（
｝
七
八
四
）
二
月
十
八
日
の
条
に

　
今
般
徒
罪
之
法
被
組
立
、
行
跡
不
宜
者
御
〆
方
之
儀
委
細
被
相
器
置
、
役

　
々
汐
も
教
論
有
之
儀
候
得
共
、
間
々
御
法
を
犯
候
哲
多
、

と
あ
っ
て
、
徒
罪
方
と
い
う
役
所
が
設
け
ら
れ
、
懲
役
制
が
当
藩
に
於
て
実

施
さ
れ
た
の
は
天
明
四
年
前
後
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
推
定
さ
れ
る
。
そ

の
確
実
な
年
代
に
つ
い
て
は
鍋
島
家
（
本
篇
）
文
庫
の
『
教
諭
御
書
付
、
神

崎
代
官
所
』
に
所
収
す
る
「
達
帳
写
」
が
小
城
鍋
島
家
文
庫
の
『
徒
罪
方
達

帳
写
』
と
金
く
同
文
で
あ
り
、
そ
の
文
末
に
「
天
明
卯
十
二
月
廿
日
」
と
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
佐
賀
藩
に
お
け
る
徒
罪
制
す
な
わ
ち
懲
役
制
の
実
施
が

天
明
三
年
十
二
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
そ
の
設
置
さ
れ
た
場
所
は
片
田
江
（
佐
賀
市
水
ヶ
江
町
）
、
十
五
村
（
佐
賀
市

嘉
瀬
町
十
五
）
、
鍋
島
村
（
佐
賀
市
鍋
島
町
）
鎚
山
（
西
松
浦
郡
有
田
町
）
の
四
カ

所
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
の
行
政
整
理
に
よ
っ
て
片
田
江

　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
ヵ
所
に
統
合
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
四
ヵ
所
の
徒
罪
小
屋
は
天
明
三
年
ご
ろ
か

ら
同
八
年
に
か
け
て
遂
次
設
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
皿
山
の
そ
れ



　
　
　
　
　
　
　
②

は
寛
政
二
年
で
あ
る
。

　
そ
の
職
員
構
成
は
幕
末
の
も
の
と
思
わ
れ
る
『
外
様
御
側
諸
役
系
図
』
に

よ
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
徒
罪
襲
踏
～
人
i
聴
許
役
呼
燗
鑓
－
番
皆
紅
一
男
嬬
搬
漁
り
1
下
役
醍
礪
砒
臥
　

　
懲
蟹
一
品
奉
行
圷
澱
獣
拗
一
手
男
絵

と
あ
る
。
な
お
、
　
『
明
細
録
』
帳
撒
年
を
表
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

書方江湖端
役　名1人員1役　料

徒

2石5斗1三頭侍役

着干

干

1

若干

番宅

手許

下役
小奉行

手明鑓
　　役
足軽

飯料若干干手男手役者
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こ
れ
ら
は
と
も
に
幕
末
の
史
料
で
あ
る
が
、
天
明
・
寛
政
期
の
も
の
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

「
三
奉
行
」
　
「
三
男
食
用
雑
用
三
儀
」
、
或
は
「
手
許
役
弐
人
、
下
役
小
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

行
兼
四
入
、
小
奉
行
五
人
、
手
男
四
人
」
と
あ
り
、
若
干
人
員
の
異
動
は
あ

っ
た
に
せ
よ
、
徒
罪
方
設
立
当
初
に
あ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
、
こ
こ
に
掲
げ
た
表

に
類
似
し
た
構
成
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

二
、
徒
罪
方
設
置
の
時
代
的
背
景

　
　
1
、
熊
本
藩
刑
法
改
定
の
影
響
’

　
佐
賀
藩
徒
罪
方
設
置
に
先
駆
し
た
の
は
肥
後
熊
本
藩
の
刑
法
改
定
で
あ
る
。

八
代
熊
本
藩
主
細
川
重
賢
（
銀
台
）
が
堀
平
太
左
衛
門
勝
名
に
命
じ
て
「
刑

法
草
書
」
を
編
纂
さ
せ
、
刑
法
、
改
定
に
着
手
し
た
の
は
宝
暦
五
年
（
一
七
五

五
）
で
あ
っ
た
。
　
『
丁
台
遺
衷
』
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
我
藩
ニ
ハ
死
刑
・
追
｝
放
二
直
門
リ
テ
盗
雌
但
ノ
初
犯
ヲ
専
ラ
追
放
二
行
国
レ
、

　
　
山
郭
外
方
（
城
下
外
）
幾
里
或
ハ
幾
郡
ト
限
り
外
山
姻
遠
近
ノ
差
ア
リ
。
　
一

　
　
旦
、
懲
悪
二
二
タ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
禁
以
外
ノ
地
ニ
チ
ハ
衣
食
ノ
便
ヲ
失

　
　
フ
事
弥
切
ナ
レ
バ
、
縦
令
、
悪
ヲ
俊
改
セ
ン
ト
欲
ス
ル
老
モ
儲
…
寒
二
堪

　
　
エ
サ
ル
ノ
憂
已
ム
事
無
ク
盗
心
一
二
復
生
シ
、
所
在
ノ
地
ノ
害
ト
ナ
ル
。

　
　
此
ノ
如
ク
ナ
ル
ト
キ
ハ
何
ヲ
以
テ
悪
ヲ
懲
シ
、
何
ヲ
以
テ
害
ヲ
去
ラ
ソ

　
　
ヤ
。

と
あ
り
、
追
放
刑
が
有
害
に
し
て
無
益
な
る
こ
と
を
自
覚
し
た
重
三
は
追
放

刑
に
か
え
る
に
答
刑
と
徒
罪
を
も
っ
て
し
た
の
で
あ
る
。
答
刑
は
軽
罪
の
も

の
に
対
し
答
を
も
っ
て
身
体
を
う
っ
刑
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
や
や
重
い
罪
を

犯
し
た
も
の
に
対
し
徒
刑
を
科
し
た
。
福
岡
黒
照
藩
の
三
春
、
亀
井
南
冥
の

『
肥
後
物
語
』
に
よ
る
と
熊
本
藩
の
徒
刑
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
其
仕
法
は
罪
の
軽
重
論
定
候
上
、
牢
舎
を
申
し
付
け
、
軽
罪
は
一
年
、
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！

　
　
重
罪
は
三
年
に
及
ぶ
。
右
の
罪
人
は
眉
を
そ
り
て
前
髪
を
立
て
誰
見
て

　
　
も
し
れ
る
様
に
し
、
足
軽
支
配
し
て
朝
牢
よ
り
出
て
普
請
場
へ
罷
り
越

　
　
し
、
終
日
働
か
せ
て
、
暮
方
に
つ
れ
帰
り
、
又
、
牢
に
入
れ
て
毎
日
右

　
　
の
通
也
。
扱
、
右
の
罪
人
は
毎
日
米
一
升
を
給
わ
り
其
内
五
合
は
食
に

　
　
し
て
五
合
は
公
儀
（
藩
）
に
預
り
置
き
て
其
内
に
て
髪
付
、
草
履
類
を

　
　
弁
じ
て
其
の
残
り
は
た
め
置
き
て
罪
人
年
数
の
ち
牢
を
出
る
時
積
り
て

　
　
何
程
と
算
用
し
、
銭
に
し
て
其
者
に
渡
し
給
わ
り
、
町
人
な
れ
ば
町
方

　
　
役
人
、
郡
の
者
な
れ
ば
郡
代
薩
に
呼
び
付
て
急
度
相
慎
む
べ
き
由
念
頃

　
　
に
申
し
付
候
也
。
右
相
器
さ
る
、
銭
、
僅
の
事
な
が
ら
、
出
牢
の
嗣
相

　
　
応
の
遺
銭
と
な
り
て
三
年
を
歴
て
全
く
蹴
れ
ば
有
付
手
本
と
も
な
れ
ば

　
　
其
恩
恵
を
感
じ
罪
を
悔
る
故
、
人
か
ら
を
改
め
る
も
の
多
し
と
也
。

要
す
る
に
、
罪
人
を
牢
に
監
禁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
安
の
維
持
を
は
か
り
、

就
役
期
書
中
に
労
働
せ
し
め
て
賃
銀
を
給
し
、
こ
れ
を
資
金
と
し
て
出
牢
後

の
前
科
者
の
更
生
を
は
か
ろ
う
と
す
る
社
会
政
策
で
あ
る
。
老
中
、
松
平
定

信
が
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
実
施
し
た
江
戸
石
川
島
人
足
審
場
の
設
置

に
先
駆
す
る
も
の
で
あ
る
。
鍋
島
本
家
や
支
藩
小
城
鍋
島
家
に
は
『
南
肥
秘

聞
』
、
『
銀
台
遺
事
』
　
『
堀
太
夫
事
略
』
　
『
肥
後
堀
太
失
之
比
上
書
封
事
類
』

『
封
事
類
上
下
』
等
の
幾
多
の
肥
後
藩
宝
暦
の
改
革
に
関
す
る
文
献
が
蔵
さ

れ
て
い
る
し
、
八
代
藩
主
鍋
島
治
茂
は
石
井
鶴
画
を
初
め
多
く
の
儒
学
者
を

肥
後
に
遊
学
さ
せ
て
い
る
。
巌
藩
の
刑
法
改
定
が
熊
本
藩
の
そ
れ
に
な
ら
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
　
2
、
当
藩
の
事
情

　
近
世
後
期
に
於
て
は
佐
賀
藩
に
於
て
も
商
品
経
済
・
貨
幣
経
済
の
発
展
に

と
も
な
っ
て
農
村
の
自
給
自
足
的
経
済
の
維
持
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、

　
　
惣
じ
而
、
郷
村
之
儀
は
耕
作
「
凶
相
励
、
質
素
を
相
笹
葺
半
而
不
相
叶

　
　
候
処
、
身
易
渡
世
二
相
携
商
人
多
相
成
言
様
桐
聞
候
二
付
、
連
々
御
触
達

　
　
有
之
候
而
も
一
円
不
相
守
、
一
統
花
美
之
風
俗
相
移
候
、
殊
更
、
郷
内

　
　
　
　
　
　
　
た
い
ま
つ

　
　
二
選
ハ
塩
・
喫
緊
等
之
外
一
群
商
売
兼
而
御
停
止
候
処
、
間
ニ
ハ
木
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
類
其
外
商
を
張
、
商
売
仕
り
候
者
も
有
之
由
、

と
い
う
よ
う
に
農
民
の
商
人
化
－
農
耕
生
活
か
ら
の
離
脱
一
t
の
傾
向
が

顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
あ
ら
し
こ
i
農
業
労
働
者
i
の
不

足
著
る
し
く
「
諸
郷
近
年
荒
子
寡
、
百
姓
及
難
儀
、
耕
作
方
存
分
之
仕
事
不

相
成
、
就
中
、
詩
話
二
至
リ
、
無
人
二
稽
成
、
諸
郷
と
も
不
相
器
も
の
多
々

　
⑥

有
之
扁
と
い
う
よ
う
な
情
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
僅
か
に
残
存

　
あ
ら
し
こ

す
荒
子
は
「
高
恩
を
寅
、
平
日
飲
食
共
益
奢
、
作
方
専
要
之
時
節
も
自
由
を

構
、
仕
毒
を
差
明
、
我
儘
を
働
、
主
人
え
迷
惑
を
相
懸
候
躰
之
饒
而
已
有
之

　
　
⑦

様
相
聞
」
え
る
よ
う
に
全
く
遊
畏
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
市
中
の
貧
賎
の

も
の
で
も
、
「
専
日
用
相
即
輪
講
砺
不
相
叶
事
候
処
、
風
俗
悪
ク
薄
々
風
致
、

徒
二
日
を
送
、
内
証
宜
敷
老
二
不
背
を
申
、
今
日
を
暮
、
末
は
ゆ
す
り
躰
之
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漿
姦
歯
が
多
く
な
・
た
の
で
あ
る
・
こ
の
よ
う
に
貨
幣
讐
・
商
品

経
済
の
発
達
は
市
中
で
も
農
村
で
も
貧
富
の
差
を
烈
し
く
し
、
貧
し
い
庶
民

た
ち
の
な
か
に
は
無
頼
の
徒
と
化
し
、
博
斐
な
ど
の
賭
事
に
一
喜
一
憂
し
、

は
て
は
窃
盗
な
ど
の
罪
を
犯
す
老
も
で
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
農
民
の
商
人
化
、
遊
民
化
の
現
象
は
商
品
経
済
、
貨
幣
経
済

の
農
村
浸
透
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

　
　
諸
郷
村
蔓
忍
（
中
略
）
年
々
水
皐
大
風
等
之
天
災
二
而
、
豊
作
寡
、
其

　
　
上
訴
春
以
来
疫
病
二
軍
人
民
相
痛
御
施
薬
米
被
渡
下
候
野
掛
其
中
尾
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
及
死
亡
候
者
も
有
之
、

と
い
う
よ
う
な
天
災
に
と
も
な
う
不
作
、
疫
病
の
流
行
に
よ
る
人
口
の
減
少
、

さ
ら
に
、

　
　
菖
姓
銘
々
作
地
上
納
仁
義
、
御
物
成
外
二
も
夫
料
反
米
井
大
小
庄
屋
料
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
き
も
の

　
　
竹
木
買
料
等
飯
豊
懸
物
年
貢
同
然
相
納
、
其
上
村
方
内
々
貫
物
数
多
難

　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
之
、

と
あ
る
よ
う
な
諸
懸
物
、
貫
物
議
の
付
加
税
の
賦
課
も
農
民
生
活
を
貧
窮
に

陥
れ
、
農
民
の
労
働
意
慾
を
低
下
さ
せ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
苦
境
に
陥
っ
た
人
々
が
博
変
な
ど
の
不
法
行
為
に
走
る
の

を
取
り
締
る
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
対
策
が
必
要
だ
っ
た
。

　
　
博
突
漁
戸
不
行
跡
之
者
共
居
牽
連
郡
払
等
申
付
有
之
候
而
も
、
其
居
付

　
　
向
二
お
み
て
行
跡
相
塗
骨
者
寡
、
無
拠
重
手
豪
も
無
之
而
不
相
叶
通
相

　
　
成
候
二
付
、
近
年
徒
罪
之
法
相
立
、
右
躰
毒
悪
者
共
其
轡
之
軽
重
二
随

　
　
ひ
、
年
月
之
限
を
定
、
郷
普
請
其
外
徒
罪
之
業
を
い
た
さ
せ
候
儀
乱
雲

　
　
　
⑪

　
　
座
候
、

す
な
わ
ち
、
熊
本
藩
に
於
け
る
と
同
様
、
無
法
者
の
取
り
締
り
に
は
追
放
刑

の
効
果
は
な
く
、
徒
罪
一
懲
役
刑
に
処
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
次

に
徒
罪
者
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
佐
賀
藩
だ
け
の
事
情
が
あ
っ
た
。
当
時
、

佐
賀
藩
領
の
所
々
の
河
川
は
一
般
に
川
床
が
高
く
な
り
、
支
流
ま
で
も
砂
が

推
写
し
、
田
畠
と
も
に
痩
地
に
な
り
、
不
熟
の
地
が
多
く
、
　
「
年
々
御
取
箇

　
　
⑫

二
相
響
」
く
有
様
で
あ
り
、
と
く
に
瓢
雨
（
長
爾
）
で
増
水
し
た
際
は
所
々

の
土
居
（
堤
防
）
が
決
壊
し
、
水
損
を
う
け
、
早
算
に
な
っ
た
田
地
は
急
い

で
開
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
く
に
石
井
樋
下
川
筋
は
流
れ
の
た

び
に
注
水
し
て
佐
賀
城
の
北
門
の
内
外
な
ら
び
に
町
小
路
ま
で
水
が
濫
れ
、

洗
い
流
さ
れ
た
道
路
も
所
々
で
き
、
水
害
が
少
な
く
な
い
。
も
っ
と
も
川
渡

の
手
当
（
手
段
）
は
構
じ
て
い
る
が
、
恒
例
の
堀
淡
だ
け
で
は
中
々
行
き
届

か
な
い
。
し
か
し
、
数
十
万
の
夫
力
（
人
夫
）
を
使
う
こ
と
に
な
る
の
で
一

時
に
は
何
分
に
も
手
に
及
び
難
い
。
そ
こ
で
、
か
か
り
役
人
が
色
々
吟
味
し

た
結
果
、

　
　
器
春
以
来
、
川
上
河
童
嘉
瀬
川
迄
早
早
、
役
々
立
会
連
々
見
分
致
吟
味

　
　
候
処
、
右
大
川
筋
群
と
候
禰
も
年
来
秀
所
中
嶋
等
所
々
二
尊
敷
致
出
来

　
　
居
組
里
余
之
川
筋
一
同
二
掘
淡
之
儀
何
分
手
当
難
仕
、
単
寧
空
揚
所
運
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向
ホ
も
差
支
遠
道
二
付
、
先
以
徒
罪
方
癩
者
勤
皇
段
々
掘
除
、
水
勢
を

　
　
以
漸
…
々
洗
流
候
様
、
骨
穴
内
場
〃
所
へ
よ
っ
て
ハ
荒
聖
を
縣
心
、
串
↓
小
之
時
分
中

　
　
嶋
急
所
等
ま
で
洗
切
候
通
手
当
仕
儀
御
座
候
、
勿
論
川
下
に
築
三
候
砂

　
　
を
段
、
々
海
中
え
船
左
も
漕
下
、
川
並
汐
鮎
並
水
行
寛
相
成
候
ハ
、
出
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
之
嗣
も
水
害
寡
可
相
成
か
と
右
之
手
当
仕
儀
御
座
候
、

す
な
わ
ち
、
徒
罪
着
を
つ
か
っ
て
川
上
川
筋
の
中
州
や
転
所
を
徹
畏
し
、
荒

籠
を
か
け
て
大
水
の
際
に
こ
れ
を
洗
い
切
っ
た
り
、
川
下
に
堆
鎖
し
た
砂
を

舟
で
海
ま
で
運
ん
だ
ら
、
大
水
の
際
の
水
害
も
少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
川
上
川
筋
で
石
井
樋
辺
ま
で
流
れ
下
っ
て
い
る
砂
利
は
普
通
の
水
勢
で

は
流
れ
ず
、
大
水
に
期
待
す
る
訳
に
は
い
か
ず
、
　
「
徒
罪
者
」
を
つ
か
っ
て

川
舟
で
漸
次
、
城
下
ま
で
漕
ぎ
下
し
、
八
幡
小
路
の
西
川
端
に
揚
げ
、
川
舟

一
章
分
の
料
銀
を
定
め
て
入
用
の
者
に
売
り
、
町
内
の
道
普
請
等
に
使
用
さ

、
せ
た
。
そ
し
て
砂
利
の
代
銀
は
年
々
集
め
て
お
き
砂
利
運
搬
船
を
つ
く
る
費

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

用
に
あ
て
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
有
田
皿
山
に
於
て
は
、

　
　
近
年
不
景
気
二
相
成
、
鯛
焼
細
工
人
等
至
而
及
零
落
、
其
上
細
工
人
共

　
　
風
俗
不
粋
職
方
出
精
不
惚
者
も
間
々
有
之
、
或
他
所
へ
肥
満
候
儀
等
も

　
　
有
之
様
相
聞
、
急
度
取
調
無
畏
而
不
相
叶
候
得
共
、
鎖
細
乱
軍
迄
時
々

　
　
於
評
定
所
被
桐
調
候
通
二
翼
壁
、
遠
望
里
数
相
隔
居
、
庄
屋
野
外
佐
嘉

　
　
往
来
隙
取
、
扱
又
居
常
内
勤
番
を
も
一
類
与
合
三
号
繋
累
而
不
相
叶
、

　
　
其
中
二
者
細
工
方
懸
り
合
訳
者
も
右
装
入
、
一
髪
公
書
二
相
成
、
釜
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
共
職
方
差
支
、
餐
三
無
携
老
軽
羅
及
迷
惑
威
儀
も
有
之
、
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

・
、
い
う
よ
う
に
、
奮
皿
山
・
於
て
は
魏
墾
人
が
悪
し
、
他
領
に
ひ
魏

そ
か
に
逃
亡
す
る
も
の
が
い
て
、
こ
れ
を
取
り
締
ま
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
些
細
の
こ
と
ま
で
、
関
係
者
を
遠
く
へ
だ
て
た
佐
賀
城
下
ま
で
召
回
し

て
と
り
調
べ
た
ら
、
往
復
に
非
常
に
時
間
を
要
す
る
。
ま
た
隅
違
犯
者
留
置

中
の
勤
番
は
一
類
が
顔
合
の
も
の
が
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の

人
々
の
中
に
は
細
工
人
も
い
て
、
彼
等
が
勤
番
に
つ
け
ば
そ
れ
だ
け
鶏
卵
の

仕
事
に
支
障
を
き
た
し
、
犯
罪
に
無
関
係
の
も
の
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
細
工
人
た
ち
が
罪
を
犯
し
た
場
合
に
於

て
は
従
来
は
有
田
の
皿
山
代
官
が
取
り
調
べ
、
　
「
過
銀
」
な
ど
の
手
当
を
と

っ
て
い
た
の
を
、
取
り
締
り
強
化
の
目
的
も
あ
っ
て
皿
山
に
「
徒
罪
小
屋
」

を
設
け
、
皿
山
に
於
て
徒
罪
に
服
さ
し
め
、
有
田
窯
業
に
支
障
を
き
た
さ
な

い
よ
う
に
っ
と
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
徒
罪
方
設
置
の
理
由
と
し
て
は
あ
ら
し
こ
や
貧

農
た
ち
の
不
法
行
為
を
と
り
締
っ
て
、
風
紀
の
粛
正
、
治
安
維
持
を
は
か
り
、

さ
ら
に
無
法
の
徒
の
更
正
を
は
か
る
ほ
か
に
、
嘉
瀬
川
お
よ
び
そ
の
支
流
の

川
床
が
高
く
な
り
、
佐
賀
城
下
や
付
近
の
農
村
へ
の
水
害
が
大
な
る
に
か
ん

が
み
、
砂
や
砂
利
を
徹
去
す
る
の
に
多
数
の
労
働
老
を
必
要
と
し
て
い
た
事

情
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
有
田
の
陶
山
は
佐
賀
よ
り
遠
距
離
に
あ
る

た
め
、
細
工
人
を
と
り
し
ま
る
必
要
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
地
の
庄
屋
や
居
寵
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所
勤
番
の
た
め
一
類
や
与
合
の
も
の
を
城
下
に
召
漏
す
れ
ば
窯
業
に
支
障
を

き
た
す
と
い
う
陶
業
地
と
し
て
の
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
徒
罪
の
種
類

　
　
徒
罪
の
内
容
を
『
徒
罪
方
達
帳
写
』
に
よ
っ
て
紹
介
す
れ
ば
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
ま
ず
、
御
国
の
も
の
（
佐
賀
領
の
も
の
）
で
初
犯
の
盗
人
は
大
体
追
放
さ
れ

て
い
た
が
、
次
の
よ
う
に
徒
罪
に
き
ゲ
か
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
所
払
は

百
五
十
日
、
御
城
下
井
び
に
居
郷
払
は
こ
百
五
十
日
、
佐
嘉
郡
払
は
一
力
年
、

五
郡
払
は
三
力
年
、
七
郡
払
は
五
力
年
、
と
《
に
重
い
「
御
払
者
」
は
七
氏

姓
と
い
う
徒
罪
に
な
っ
て
い
る
。
再
犯
の
盗
人
は
こ
れ
ま
で
容
易
に
死
罪
に

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
　
「
趣
に
よ
り
」
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
但
し
、
郡
払
程

度
の
も
の
は
徒
罪
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
倉
破
り
の
大
盗
人
や
旅

盗
人
（
他
国
人
の
盗
人
）
を
手
引
し
た
よ
う
な
も
の
は
初
犯
で
あ
っ
て
も
死
刑

に
な
っ
た
。
他
国
の
者
で
佐
賀
領
内
通
行
申
に
軽
物
（
大
し
た
金
目
の
も
の
で

な
い
も
の
）
を
初
め
て
盗
ん
で
も
片
髪
を
剃
っ
て
追
放
、
再
犯
の
場
合
は
糟
取

で
も
死
罪
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
糺
明
し
た
上
に
盗
ん
で
い
な
い
こ
と

が
明
白
に
な
っ
た
ら
、
死
刑
に
処
せ
ず
、
認
印
の
上
、
追
放
し
た
。
旅
盗
人

で
火
印
を
う
け
た
も
の
が
重
ね
て
入
国
し
た
場
合
は
盗
ん
で
い
な
く
て
も
死

罪
に
処
せ
ら
れ
た
。
か
ね
て
盗
人
の
聞
え
あ
る
も
の
だ
っ
た
ら
初
め
て
入
国

し
、
往
還
笏
通
行
の
簾
、
た
と
え
軽
業
で
あ
っ
て
も
盗
み
取
っ
た
場
合
は
糺

明
の
上
、
死
罪
、
た
と
え
、
盗
ん
で
い
な
く
て
、
通
行
し
た
だ
け
で
も
、
領

し
い
挙
動
の
も
の
は
糺
明
の
上
、
趣
に
よ
っ
て
は
死
刑
に
な
っ
た
。
な
お
、

佐
賀
領
の
も
の
、
旅
人
に
よ
ら
ず
、
死
刑
は
牢
守
頭
（
牢
屋
の
囚
人
頭
）
の
助

左
衛
門
に
依
頼
し
て
殺
害
さ
せ
た
。

　
以
上
は
大
体
、
窃
盗
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
佐
賀
領
の
も
の
は
初

犯
で
あ
っ
て
倉
破
り
と
か
他
函
の
盗
人
を
手
引
す
る
な
ど
の
大
罪
を
犯
し
た

も
の
を
除
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
追
放
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
の
を
徒
罪
に
改

正
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
国
人
の
窃
盗
罪
に
関
し
て
は
領
内
の
も
の
と
違
っ

て
初
犯
で
あ
っ
て
も
追
放
、
再
犯
者
は
無
条
件
に
死
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
他
国
人
の
窃
盗
に
対
し
て
は
追
放
刑
を
残
し
て
い
る
の
は
国
外
に

追
放
す
る
た
め
領
内
の
被
害
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
他
国
人
が
窃

盗
罪
が
領
内
の
も
の
の
そ
れ
よ
り
重
い
の
は
封
建
時
代
特
有
の
封
鎖
主
義
・

割
拠
主
義
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
博
癸
に
於
て
は
給
人
の
場
合
は
従
来
の
通
り
牢
人
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

諸
勝
負
も
同
然
で
あ
る
が
、
趣
に
よ
っ
て
は
吟
味
し
て
御
手
当
（
処
置
）
を

す
る
。
一
般
庶
民
の
博
変
に
対
し
て
は
初
犯
は
科
銀
三
百
匁
、
但
し
、
趣
に

よ
っ
て
は
親
兄
弟
に
も
科
す
る
。
再
犯
は
五
十
日
、
三
犯
は
一
力
年
、
四
犯

は
一
力
年
半
の
徒
罪
に
処
し
、
五
犯
に
も
及
ん
だ
も
の
に
対
し
て
は
趣
に
よ

っ
て
死
罪
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
座
親
は
初
犯
で
丁
銀
三
十
匁
、
但
し
罰
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銀
を
命
じ
た
上
に
閉
門
を
申
し
つ
け
、
表
向
に
青
竹
を
う
ち
つ
け
「
癖
者
博

聴
唖
博
い
た
し
受
唇
付
、
閉
戸
申
付
候
也
」
と
役
筋
よ
り
張
紙
を
す
る
こ
と

に
し
た
。
そ
し
て
再
犯
は
一
力
年
、
三
犯
は
一
力
年
半
の
徒
罪
に
処
し
た
。

四
犯
は
ニ
カ
年
、
五
犯
は
趣
に
よ
り
死
罪
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
博
変
の
座

役
の
与
合
の
も
の
も
初
犯
は
四
〇
匁
、
二
犯
は
六
〇
匁
、
三
犯
は
八
○
匁
、

四
犯
は
一
〇
〇
目
、
五
犯
は
百
二
〇
匁
の
科
銀
を
課
せ
ら
れ
た
。
博
変
の
か

る
た
や
饗
を
商
売
し
た
も
の
も
初
犯
は
三
〇
匁
の
科
銀
、
二
犯
は
一
力
年
、

三
犯
は
一
力
年
半
、
四
犯
は
ニ
カ
年
の
徒
刑
を
諜
せ
ら
れ
、
五
犯
は
趣
に
よ

り
死
刑
だ
っ
た
。
博
男
用
の
か
る
た
を
買
い
に
使
に
行
っ
た
も
の
も
科
銀
二

〇
匁
、
見
物
し
た
も
の
は
同
三
〇
匁
を
課
せ
ら
れ
た
。

　
博
変
の
開
催
さ
れ
る
場
所
は
給
人
の
長
屋
や
式
台
又
は
寺
・
辻
堂
・
辻
宮

等
で
あ
っ
た
。
給
人
が
承
知
の
上
で
屋
敷
の
一
部
を
こ
れ
に
提
供
し
た
場
合

は
牢
人
、
寺
院
の
場
合
は
本
組
及
び
十
ニ
宮
寺
と
も
御
手
当
（
処
罰
）
を
う

け
た
。
伴
僧
が
博
歯
し
た
ら
科
銀
三
〇
匁
、
住
持
、
伴
僧
が
こ
れ
を
再
犯
し

た
ら
法
衣
を
脱
が
せ
て
徒
罪
百
五
十
日
を
命
じ
た
。
辻
堂
・
赴
宮
で
開
い
た

と
き
は
庄
屋
・
別
当
・
曜
等
の
役
人
が
罰
銀
三
〇
匁
を
と
ら
れ
、
そ
の
辻
堂

・
辻
宮
は
と
り
除
く
こ
と
に
し
た
。

　
以
上
、
大
体
、
博
論
に
つ
い
て
の
べ
た
。
窃
盗
罪
よ
り
刑
は
軽
い
。
給
人

の
場
合
は
従
来
通
り
牢
人
に
な
っ
た
が
、
牢
人
に
な
っ
て
も
佐
賀
藩
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
御
国
内
に
召
置
か
れ
、
」
他
国
へ
追
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
谷
野

の
罪
を
犯
し
て
も
武
士
は
四
民
の
最
上
層
で
あ
る
が
た
め
に
徒
罪
を
命
ぜ
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
庶
民
の
場
合
は
座
員
、
座
臥
、
難
戦
を

と
わ
ず
、
初
犯
は
罰
銀
、
再
犯
以
上
は
五
犯
を
の
ぞ
い
て
徒
罪
に
処
せ
ら
れ

て
い
る
。
座
員
よ
り
近
親
が
科
銀
に
せ
よ
徒
罪
に
せ
よ
重
い
の
は
、
主
謀
者

で
あ
る
が
故
に
楽
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
徒
罪
の
内
容

　
徒
罪
の
内
容
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
主
と
し
て
嘉
瀬
川
や
そ
の
上

流
の
川
上
川
、
支
流
の
多
布
施
川
の
川
床
が
高
ま
り
、
佐
賀
城
下
や
付
近
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
え

村
に
洪
水
が
あ
る
の
で
、
そ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
川
遊
や
砂
運
び
が

第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
城
下
を
流
れ
る
水
路
の
旗
振
や
道
普
請
に

も
徒
罪
者
が
動
員
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
は
「
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
⑰

罪
の
者
共
儀
下
今
宿
江
筋
堀
凌
に
絹
停
め
置
」
い
た
と
い
う
し
、
享
和
元
年

（一

ｪ
〇
一
）
に
は
六
府
方
が
徒
罪
方
に
命
じ
て
鈍
重
山
方
管
下
の
片
田
江

御
用
屋
敷
前
よ
り
夕
日
町
ま
で
と
、
天
祐
寺
前
及
び
白
山
土
橋
筋
よ
り
東
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

清
心
院
前
橋
脇
ま
で
の
三
ヵ
所
の
俊
方
が
徒
罪
人
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
同

年
南
光
院
（
佐
賀
布
高
木
町
）
裏
門
前
東
西
三
十
紫
野
の
道
路
が
先
年
の
洪
水

で
道
並
が
悪
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
川
渡
の
砂
を
百
荷
ほ
ど
徒
罪
者
に
運

　
　
　
　
⑲

ば
せ
て
い
る
。
ま
た
、
本
陣
に
あ
て
ら
れ
た
佐
賀
城
下
呉
服
町
の
野
口
恵
助

宅
の
式
台
前
そ
の
ほ
か
の
砂
が
旧
藩
で
流
れ
、
火
急
の
休
泊
の
際
、
掃
除
が

行
き
届
か
な
い
と
い
う
の
で
三
百
貫
の
砂
を
彼
等
に
持
ち
運
ば
せ
た
の
も
同
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⑳

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
は
「
材
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

蔵
」
に
納
め
る
竹
木
茅
建
言
の
運
搬
も
徒
罪
者
の
仕
事
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
有
田
皿
山
に
於
て
は
窯
業
地
ら
し
く
、
彼
等
に
土
（
陶
土
）
、
三
木
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

素
焼
木
、
柴
、
薪
の
持
ち
運
び
や
細
工
仕
事
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　
徒
罪
人
に
対
す
る
賃
銀
は
熊
本
藩
に
な
ら
っ
て
、
一
日
銭
二
十
文
ず
っ
と

き
め
、
半
分
は
そ
の
臼
の
小
遣
と
し
て
渡
し
、
半
分
は
賑
役
期
間
終
了
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
渡
し
、
「
渡
世
有
付
用
扁
、
（
就
職
資
金
）
と
し
た
。
な
お
、
有
田
に
お
け
る

徒
罪
老
の
労
賃
は
規
定
の
賃
銀
の
半
分
で
、
釜
焼
か
ら
皿
山
会
所
に
納
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

そ
の
金
を
も
っ
て
徒
罪
者
の
食
用
そ
の
他
の
雑
用
に
あ
て
た
の
で
あ
る
。

　
　
徒
罪
制
の
変
遷
と
そ
の
成
果

　
徒
罪
刑
が
女
運
で
採
用
さ
れ
た
の
は
既
述
し
た
よ
う
に
天
明
三
年
で
あ
っ

た
が
、
寛
政
七
年
（
…
七
九
五
）
に
い
た
っ
て
、
再
犯
の
博
変
そ
の
ほ
か
の
軽

罪
は
、
従
来
徒
罪
で
あ
っ
た
の
を
答
打
、
唖
等
に
変
更
し
、
盗
人
そ
の
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
重
罪
の
も
の
ば
か
り
を
徒
罪
に
し
た
。
な
お
、
徒
罪
服
務
中
成
績
良
好
の

も
の
は
刑
期
を
減
じ
、
刑
期
中
に
逃
亡
し
た
も
の
は
罪
の
軽
重
に
か
か
わ
ら

ず
「
轍
多
支
配
」
に
す
る
案
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
案
は
同
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

二
月
に
藩
庁
に
認
可
さ
れ
て
い
る
。
晒
の
場
所
は
佐
賀
城
下
唐
人
町
土
橋

と
本
庄
町
（
現
在
の
佐
賀
市
本
庄
元
町
）
井
樋
の
上
辺
の
ニ
ヵ
所
で
あ
り
、
答

打
は
今
泉
（
現
在
の
佐
賀
市
田
代
町
二
丁
目
）
の
牢
屋
の
門
内
で
薇
多
に
命
じ
て

　
　
　
　
　
⑳

打
た
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
徒
罪
就
役
者
の
数
が
あ
ま
り
多
く
て
、
役
人
の
教

導
が
行
き
届
か
ず
、
盗
人
そ
の
ほ
か
の
重
罪
者
ば
か
り
を
留
置
し
て
徒
罪
に

服
せ
し
め
た
方
が
懲
悪
更
正
の
成
果
が
あ
が
る
と
看
取
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
九
年
に
は
徒
罪
者
が
服
役
中
仕
事
そ
の
ほ
か
で
悪
事
を
行
な
っ
た

場
合
、
徒
罪
方
の
判
決
が
決
す
る
ま
で
の
闘
、
留
置
し
て
お
く
所
が
な
く
、
徒

罪
仕
事
場
の
中
柱
な
ど
に
く
く
り
つ
け
て
お
い
た
が
、
用
便
な
ど
の
世
話
も

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
ま
ウ

面
倒
で
、
か
え
っ
て
不
戦
し
と
い
う
の
で
一
間
半
に
二
聞
ほ
ど
の
居
籠
所

（
留
置
所
）
を
設
け
た
り
、
病
人
の
徒
罪
者
の
た
め
六
糧
ほ
ど
の
部
屋
を
増

築
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
時
の
経
過
と
と
も
に
徒
罪
の
制
度
は
改
善
さ
れ
て

い
っ
た
。

　
最
後
に
徒
罪
方
設
置
が
そ
の
後
の
佐
賀
藩
政
に
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
の
上
で
検
出
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
幕
宋
に
至
る
ま
で
徒
罪
方
は
存
続
し
、
か
つ
、
徒
罪
の
制

度
は
支
藩
や
配
分
地
の
領
主
の
管
内
に
も
適
用
さ
れ
た
の
で
、
治
安
維
持
や

殖
産
興
業
に
相
当
の
成
果
を
あ
げ
た
と
い
え
る
。

＠＠＠＠＠＠o

『
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
』
寛
政
十
年
八
月
二
十
一
二
日

同
書
、
寛
政
二
年
十
一
　
日
二
十
九
日

同
磐
、
天
明
二
年
十
二
月
二
十
九
日

同
書
、
寛
政
十
年
八
月
二
十
三
日

同
書
、
天
明
五
年
十
二
月
二
十
九
目

同
書
、
天
明
六
年
三
月
二
十
二
日

同
一
書
、
天
明
六
年
十
二
月
七
日
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『
徒
罪
方
達
帳
写
』

『
泰
国
院
様
御
年
譜
地
坂
田
天
明
四
年
十
二
月
二
二

同
漁
目
、
同
日
の
条

同
需
、
天
明
八
年
六
月
二
日

同
帝
宮
、
天
叩
男
八
年
十
一
月
山
ハ
m
目

同
書
、
同
日
の
条

同
書
、
天
明
八
年
十
一
月
五
日

同
書
、
寛
政
二
年
十
二
月
二
十
九
日

葉
隠
聞
書
「
夜
陰
の
閑
…
談
」

『
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
』
天
明
七
年
十
月
二
日

治
至
公
御
代
『
庁
書
日
用
聚
分
政
略
』
享
和
元
年
酉
二
月
七
日

tL　oj；・　as，　6・　＠i　＠　op　pt　＠　¢g，

同
漸
同
、
官
予
和
一
兀
年
二
月
十
⊥
ハ
目
【

圖
書
、
寛
政
十
二
年
四
月
二
十
四
日

『
泰
醒
院
様
郷
年
譜
地
取
臨
享
和
三
年
十
二
月
十
一
日

同
書
、
寛
政
二
年
十
二
月
二
十
九
日

『
徒
罪
方
達
帳
写
』

『
泰
国
院
様
御
年
譜
地
取
』
寛
政
二
年
十
二
月
二
十
九
目

同
書
、
寛
政
七
年
十
月
十
二
日

同
書
、
寛
政
九
年
二
月
十
「
日

問
雷
、
寛
政
八
年
十
一
月
十
四
日

同
書
、
寛
政
九
年
二
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
賀
西
高
校
教
諭
・
佐
賀
大
学
講
師
）
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class　struggle，　the　predution　struggle，　the　scientific　expenment，　they

　won　the’　reactionaries　by　learning　and　using　the’　Chairman　．Mao’s　’docto一

．　rine，・　so　they　w．e’re　evaluated　as－a　model　of　the　socialistis　reconstructi6n

　in　agricultural　front．．　．　They”will’　be　evalluated，　also，　beeause　they

established　th．　e　key　’statiop　for　the．．proletarian　dictatorship．　to　serve　the

　wdrld　People　from　unselfish，’modest　spirit，　jointing　the　wiSdom　of　every

　common　peQple．

Ameridment．of．the　Criminal　Law　in　the　Saga佐賀Clan

　　　　　　　　　　　　　establishment　of　Tozaikata徒罪方

by

Shirb　lkeda

　　The、Saga．’佐賀clan　amended　the　penalty　of　banishment　into　that　of

Tozai徒罪．　It　goes、without　saYing　that　it　imitated　after　the　H6reki

宝暦Amendent　by　Shigekata且osokawa細川立山，　the　lord　of　the　Ku－

mamoto熊本clan，．but　the　Saga’佐賀clan　itself　was　under　the　followiロ19

circumstances：d　’．　．　，
（1）　The　change　of　peasants　into　merchants　with　the　development　of

　its”commodity　and　monetary　’ecpnomy，　and　prevention　from　debreasing

　of．　agricultural　labour　power　with　the　sgcesSion　from　the　agricultural

　life．

（2）　．Reinoval　of　the　sands　for　the．　Prevention　against　a’flood　into・the

　capital　and　fields．　because　’of　the　upheaval　’of　the　river－beds　in　the

Kase嘉瀬River　and　its．branch，．the　Kawakami川上River　which　run

　’through　the・plairis’of　Saga．

（3）　’　The　urgept　necessity　to　control　the　esc．apg　of　artisans　to　the　other

　territories　on　adcount　．of　the　sluMp　in　the　ceramic　industry　in

Aritasarayama有田皿山．

（944）


